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関係例規等 名称 改正時期

２１年度

③必要性・
問題点

〔必要性〕
・前例踏襲を基調とする従来の行政スタイルからの脱却。
〔問題点〕
・行政評価制度の全職員への浸透。
・事業成果を端的に示す指標の設定及び端的で効果的な評価シートの作成。

④対象 　全職員

効
果

２０年度

・完全実施し、評価等を予算へ反映。
・町民へ評価の予算反映を説明（公表）。

効
果

１９年度

・評価制度の完全試行を受け、評価をH19補正・H20当
初予算へ反映。
・町民へ評価の予算反映を説明（公表）。

効
果

１８年度

・10月頃に行う事前評価の一部試行分をH19年度予算
へ反映。

効
果

１７年度
（実績）

・制度の導入について、資料の収集及び検討を行っ
た。
・制度素案の作成のためのスケジュールの設定。
・プロジェクトチームの編成の検討を行った。
　（6月に行われる機構改革後に各課に選任の依頼を
行う。）

効
果

経過・現状
・制度の導入について、資料の収集及び検討を行った。

（H17.4.1現在）

①目標 　行政評価の結果を予算へ反映する。 （目標年次） 平成２０年度

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

②期待され
る効果

・費用対効果を予算へ反映。
・総合計画の進捗管理。
・事務事業の効率性の向上及び見直し。
・職員の意識改革。

重点項目 　歳出削減に向けた主要な取組み　（２）内部管理経費等の削減

取組項目 　行政評価システムを活用した予算編成

基本方針 　財政の健全化 担当課名 財政課

行財政改革実施計画・行動計画票

8 ［平成１８年５月２７日提出］


